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　太陽光発電装置、家庭用燃料電池、蓄電池、電気自動車等の普及により、住宅・建築物は従来のようにエネルギーを単

に消費する需要家から、必要に応じて貯蔵、生産する単位へと変化しています。一方で、建物を使用する事業者の業態や、

入居世帯のライフスタイルによって、最適な設備システムを決定し、導入設備の適切な容量を検討する方法は十分洗練さ

れているとは言えません。実測調査やシュミレーションを通して、それぞれの世帯や事業者の特徴に応じた機器を選定す

る方法ができないか、検討を進めております。
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◆ 家庭における電力・給湯負荷の実測・分析

　スマートメーターや HEMS（home Energy Management System）、BEMS（Building Energy Management System）などの普及

により、従来は月に 1回程度のインターバルでしか把握できなかった電気使用量、ガス使用量、お湯使用量などのデータが、

30 分～ 1時間程度の細かいインターバルで把握できるようになってきました。実測データを集計・分析し、契約容量の見

直しや、導入設備の容量検討につなげる方法を検討しています。

低炭素・省エネルギー教育の推進

◆ 行動変容促進による省エネルギーの推進

　エネルギー消費や、エネルギー消費の要因となる行動（空調機の設定、風呂、洗面等のお湯の使用など）の見える化を

通して、周辺地域の電力需給状況と調和したエネルギー消費行動を促すにはどのような「見せ方」をすれば良いのか、ど

のような項目を見せるべきなのか、実際の住宅の対象とした実験を進めています。

検討の事例：

「複数世帯による家庭用燃料電池の共有の検討例」

　世帯類型によっては、１世帯に1台で設備を専有する

よりも、2世帯で1台、3世帯で2台...という形で検討

した方がイニシャルコスト、ランニングコストが抑えら

れるケースも見られた。

（シュミレーションによる2世帯での燃料電池共有効果の

推計　集合住宅における家庭用燃料電池の効率的な運用

に関する研究、山本 他、2020，1を一部改変）

　行 動 変 容 に 関 す る 研 究

国立大学法人          香 川 大 学　   研  究  シ  ー  ズ  カ  タ  ロ  グ

創 造 工 学 科　創 造 工 学 科　
創 造 工 学 部　創 造 工 学 部　

環境デザイン工学領域　　環境デザイン工学領域　　


